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日
光
国
立
公
園
内
の
各
地
域

（
那
須
高
原
、
塩
原
温
泉
、
日
光

湯
元
）
の
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

や
県
立
日
光
自
然
博
物
館
で
は
、

各
地
域
の
植
物
や
生
息
し
て
い

る
動
物
、
歴
史
等
を
展
示
な
ど

を
通
し
て
、
分
か
り
や
す
く
紹

介
し
て
い
ま
す
。
ハ
イ
キ
ン
グ

や
観
光
の
際
に
は
、
ま
ず
ガ
イ

ド
施
設
で
情
報
収
集
し
て
か
ら

出
か
け
る
の
が
お
す
す
め
で
す
。

那
須
・
那
須
塩
原
エ
リ
ア

○
那
須
平
成
の
森

　
「
国
民
が
自
然
に
直
接
ふ
れ
あ

え
る
場
と
し
て
、
那
須
御
用
邸

の
一
部
を
活
用
し
て
は
ど
う
か
」

と
の
天
皇
陛
下
の
お
こ
と
ば
を

受
け
、
御
用
邸
用
地
の
ほ
ぼ
半

分
約
5
6
0
ha
が
宮
内
庁
か
ら

環
境
省
に
移
管
さ
れ
、
施
設
整

備
な
ど
を
経
て
、
昨
年
5
月
22

日
に
開
園
し
ま
し
た
。
開
園
か

ら
１
年
で
約
14
万
人
の
方
が
訪

れ
ま
し
た
。

　

散
策
の
拠
点
と
な
る「
フ
ィ
ー

ル
ド
セ
ン
タ
ー
」
に
は
、
那
須

地
域
の
ジ
オ
ラ
マ
や
森
に
生
息

す
る
動
植
物
な
ど
の
展
示
が
あ

り
、
訪
れ
た
人
に
那
須
の
自
然

へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら
え
る

よ
う
な
工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

園
内
は
、2
つ
の
ゾ
ー
ン
に
分

か
れ
、「
ふ
れ
あ
い
の
森
」で
は
、

自
由
に
散
策
・
自
然
観
察
を
楽
し

め
、観
察
系
や
リ
ラ
ッ
ク
ス
系
な

ど
30
分
程
度
の
さ
ま
ざ
ま
な
ミ

ニ
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
日
替
わ
り
で
用

意
さ
れ
て
い
ま
す
。駒
止
の
滝
は
、

フ
ィ
ー
ル
ド
セ
ン
タ
ー
か
ら
片

道
約
30
分
と
、
程
よ
い
距
離
に

あ
る
こ
と
か
ら
多
く
の
ハ
イ
カ
ー

が
訪
れ
ま
す
。

　
「
学
び
の
森
」
は
、
利
用
を
イ

ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー（
自
然
解
説
員
）

が
同
行
す
る
ガ
イ
ド
ウ
オ
ー
ク

に
限
定
し
て
お
り
、
豊
か
な
森

を
じ
っ
く
り
楽
し
め
ま
す
。

○
那
須
高
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

　

那
須
甲
子
地
域
の
見
ど
こ
ろ

や
歩
き
方
、自
然
、歴
史
な
ど
を

パ
ネ
ル
や
映
像
な
ど
を
通
し
て

紹
介
し
て
い
ま
す
。
ラ
ウ
ン
ジ

が
設
置
さ
れ
て
お
り
、休
憩
し
な

が
ら
次
の
散
策
計
画
を
立
て
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
セ
ン
タ
ー

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
本
県
に
は
、
日
光
国
立
公
園
や
県
立
自
然
公
園
な
ど
、
多
様
な
動

植
物
が
生
息
し
、
美
し
く
変
化
に
富
ん
だ
自
然
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
が
で
き
る
場
所
が
数
多

く
あ
り
ま
す
。
暑
い
夏
、
涼
を
求
め
に
避
暑
地
の
自
然
公
園
を
訪
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

❶
栃木県の人口〔7月1日現在〕 1,994,024人（前月比－175人、前年同月比－6,324人）世帯数756,783世帯

周
辺
に
は

自
然
歩
道

が
整
備
さ

れ
て
お
り
、

セ
ン
タ
ー

で
地
図
を

入
手
し
散

策
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

○
塩
原
温
泉
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

☎
0
2
8
7
･
3
2
･
3
0
5
0

　

塩
原
の
自
然
に
つ
い
て
、
分

か
り
や
す
く
展
示
解
説
す
る
と

と
も
に
、
遊
歩
道
の
説
明
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。
春
は
、
新
緑

ウ
オ
ー
ク
や
森
の
コ
ン
サ
ー
ト
。

秋
は
紅
葉
ウ
オ
ー
ク
や
自
然
観

察
会
。
冬
は
カ
ン
ジ
キ
ウ
オ
ッ

チ
ン
グ
な
ど
、
年
間
を
通
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

日
光
エ
リ
ア

○
県
立
日
光
自
然
博
物
館

　

館
内
入
っ
て
す
ぐ
右
側
に
、奥

日
光
の
最
新
情
報
を
提
供
し
て

い
る
自
然
情
報
セ
ン
タ
ー
が
あ

り
、
自
然
解
説
員
に
よ
る
ハ
イ

キ
ン
グ
や
登
山
ル
ー
ト
の
案
内
、

団
体
の
体

験
活
動
へ

の
ア
ド
バ

イ
ス
な
ど

を
行
っ
て

い
ま
す
。

自
然
解
説

員
手
作
り

の
展
示
物

観瀑台から見た駒止の滝

や
模
型
等
、
ア
イ
デ
ア
の
詰
ま
っ

た
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
奥
日
光
に
つ

い
て
楽
し
く
学
べ
ま
す
。

　

ま
た
、
8
月
中
は
、
毎
週
土
・

日
曜
日
に
、
戦
場
ヶ
原
や
中
禅

寺
湖
を
自
然
解
説
員
と
と
も
に

歩
く
ガ
イ
ド
ウ
オ
ー
ク
や
、
夜

に
戦
場
ヶ

原
を
歩
く

ナ
イ
ト
ハ

イ
キ
ン
グ

を
実
施
し

て
い
ま
す

の
で
、
こ

う
い
っ
た

プ
ロ
グ
ラ

【
問
合
せ
】
県
自
然
環
境
課
☎
0
2
8
･
6
2
3
･
3
2
1
1

ム
に
参
加
す
る
の
も
奥
日
光
を

楽
し
む
方
法
の
１
つ
で
す
。

○
日
光
湯
元
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

　

入
り
口
に
は
、
当
日
の
天
気

予
報
の
情
報
板
が
設
置
さ
れ
、

館
内
で
は
、
花
の
開
花
情
報
や

野
鳥
の
観
察
ポ
イ
ン
ト
な
ど
の

旬
の
情
報
や
、
倒
木
情
報
、
熊
の

目
撃
情
報
な
ど
、
ハ
イ
キ
ン
グ

に
向
か
う

前
に
入
手

し
て
お
き

た
い
情
報

を
得
る
こ

と
が
で
き

ま
す
。

奥日光マップ

120

イタリア大使館
別荘記念公園

八丁出島
第2いろは坂

（上り一方通行）

明智平
ロープウェイ

千手ヶ浜

赤沼自然
情報センターⓅ
低公害バス発着所

竜頭滝Ⓟ

中禅寺湖畔
ボートハウス

三本松Ⓟ

光徳Ⓟ

戦場ヶ原

湯滝Ⓟ湯ノ湖

至 金精峠

湯元Ⓟ

小田代原

中 禅 寺 湖

▲
半月山

▲
男体山

▲
高山

▲
三岳

華
厳
滝

日光自然博物館
☎0288-55-0880

日光湯元ビジターセンター
☎0288-62-2321

西ノ湖

刈込湖 切込湖

湯
川

低
公
害
バ
ス

運
行
区
間

Ⓟ
Ⓟ

第１いろは坂
（下り一方通行）

Ⓟ

切込湖・刈込湖経由ハイキングコース
約9.2㎞　所要時間：約3時間

至 甲子

県立なす高原
自然の家

駒止の滝

那須湯本
温泉

至 那須高原SA
スマートIC

至 那須IC

殺生石

那
須
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

さ
ん
ろ
く
駅

Ⓟ

那須高原ビジターセンター
☎0287-74-2301

那須平成の森
フィールドセンター

☎0287-74-6808

那須平成の森
フィールドセンター

☎0287-74-6808

那須平成の森
フィールドセンター

☎0287-74-6808

学 び の 森
（ガイド利用ゾーン）
学 び の 森

（ガイド利用ゾーン）
学 び の 森

（ガイド利用ゾーン）

那須マップ

ふ
れ
あ
い
の
森

（
一
般
開
放
ゾ
ー
ン
）

ふ
れ
あ
い
の
森

（
一
般
開
放
ゾ
ー
ン
）

ふ
れ
あ
い
の
森

（
一
般
開
放
ゾ
ー
ン
）

駒止の滝
観瀑台

　8月の戦場ヶ原や小田代原では、ピンク色の花が咲
くホザキシモツケ①、9月に入るとアケボノソウ②、ウ
メバチソウ③、リンドウ④など、秋を告げる花を楽しむ
ことができます。また、9月下旬頃になると、小田代原
では草紅葉⑤が見頃を迎えます。
　これからの時期のハイキングですと、切込湖、刈
込湖を経由するコースがおすすめです。針葉樹林の
中を歩いていくと夏でも涼しく、岩と岩の間から冷風
が出てくる「風穴（ふうけつ）」があったり、ヒカリゴ
ケ⑥があったりと、おすすめポイントの多いコースです。
　秋は、蜂の活動が活発になり
ます。蜂は黒いものや香りの強
いものを好みますので、ハイキ
ングの際は、帽子を被り、黒い色
の服装や香水など香りの強いも
のを避けて、ハイキングを楽し
んでください。

奥日光の見どころを教えてください

日光自然博物館 自然解説員
池 田　茜 さん

最新情報の集まる自然情報センター 広々としたラウンジ

戦場ヶ原ガイドウオーク

インフォメーションボード

●❶ ●❷ ●❸ ●❹ ●❺ ●❻

緑あふれる「森の小径（ふれあいの森内）」を散策する家族／那須平成の森

と
ち
ぎ
の
豊
か
な
自
然
を

と
ち
ぎ
の
豊
か
な
自
然
を

満
喫
し
よ
う

満
喫
し
よ
う



❷
県政ラジオ番組　栃木放送「県政インフォメーション」  月～金  7:10～7:15、17:30～17:35　エフエム栃木「マロニエインフォメーション」  月～金  17:28～17:33

【
問
合
せ
】
県
生
産
振
興
課
☎
0
2
8
･
6
2
3
･
2
3
2
9
･
県
農
村
振
興
課
☎
0
2
8
･
6
2
3
･
2
3
3
3

県政特集 かんぴょう伝来300年

壬
生
町
に
伝
わ
っ
た

か
ん
ぴ
ょ
う
の
生
産

　

ユ
ウ
ガ
オ
の
実（
ふ
く
べ
）を

薄
く
細
長
く
む
き
、
天
日
に
干

し
て
作
ら
れ
る
か
ん
ぴ
ょ
う
。

栃
木
県
は
国
内
の
か
ん
ぴ
ょ
う

の
9
割
以
上
を
生
産
す
る
日
本

一
の
か
ん
ぴ
ょ
う
の
産
地
で
す
。

年
間
の
生
産
量
は
約
3
5
0
ト

ン
で
、
一
本
の
か
ん
ぴ
ょ
う
に

見
立
て
る
と
、
そ
の
長
さ
は
地

球
を
約
2
周
で
き
る
ほ
ど
に
も

な
り
ま
す
。

　

栃
木
県
の
か
ん
ぴ
ょ
う
の
生

産
は
、1
7
1
2
年
に
現
在
の
壬

生
町
で
始
ま
り
ま
し
た
。
近
江

国
水
口
藩（
現
在
の
滋
賀
県
甲
賀

市
）か
ら
国
替
え
で
下
野
国
壬
生

藩
主
と
な
っ

た
鳥と

り

居い

忠た
だ

英て
る

が
、
農
業
政

策
の
一
環
と

し
て
、
水
口

藩
か
ら
か
ん
ぴ
ょ
う
の
種
を
取

り
寄
せ
て
領
内
で
試
作
を
開
始
。

　

夏
に
多
く
発
生
す
る
雷
雨
が

地
表
を
冷
や
し
、
暑
さ
に
弱
い

か
ん
ぴ
ょ
う
の
根
の
成
長
を
助

け
る
効
果
が
あ
る
な
ど
、
栃
木

の
風
土
は
か
ん
ぴ
ょ
う
栽
培
に

適
し
て
お
り
、壬
生
町
を
中
心
に

生
産
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
き
ま

し
た
。

　

7
月
か
ら
8
月
は
、か
ん
ぴ
ょ

う
生
産
の
最
盛
期
に
あ
た
り
、

か
ん
ぴ
ょ
う
農
家
で
は
連
日
、

夜
が
明
け
る
前
か
ら
ユ
ウ
ガ
オ

の
実
を
む
い
て
竿
に
干
し
、
真

夏
の
太
陽
で
一
気
に
干
し
上
げ

る
作
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

か
ん
ぴ
ょ
う
街
道
で
は

記
念
イ
ベ
ン
ト
が
満
載

　

か
ん
ぴ
ょ
う
の
生
産
が
盛
ん

な
壬
生
町
、
下
野
市
、
上
三
川

町
、
小
山
市
に
ま
た
が
る
「
歴

史
と
ロ
マ
ン
の
か
ん
ぴ
ょ
う
街

道
」
で
は
、
か
ん
ぴ
ょ
う
の
栽

培
が
本
県
に
伝
わ
り
今
年
が

3
0
0
年
目
の
節
目
に
あ
た
る

こ
と
か
ら
、
各
地
で
記
念
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

か
ん
ぴ
ょ
う
む
き
体
験
は
、

回
転
す
る
ユ
ウ
ガ
オ
の
実
が
形

を
変
え
て
、
あ
っ
と
い
う
間
に

帯
状
の
か
ん
ぴ
ょ
う
に
な
っ
て

い
く
様
子
に
思
わ
ず
び
っ
く
り
。

熟
練
の
生
産
者
が
補
助
す
る
の

で
、
小
さ
な
子
ど
も
で
も
安
心

し
て
参
加
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
か
ん
ぴ
ょ
う
の
収
穫

体
験
や
か
ん
ぴ
ょ
う
料
理
の
試

食
、ユ
ウ
ガ
オ
の
実
を
く
り
ぬ
い

て
作
る
ふ
く
べ
細
工
教
室
な
ど

も
行
わ
れ
、楽
し
く
か
ん
ぴ
ょ
う

の
事
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

多
彩
な
か
ん
ぴ
ょ
う
料
理
を

味
わ
お
う

　

の
り
巻
き
の
イ
メ
ー
ジ
が
強

い
か
ん
ぴ
ょ
う
で
す
が
、
壬
生

町
な
ど
で
は
各
種
ミ
ネ
ラ
ル
や

食
物
繊
維
を
豊
富
に
含
ん
だ
ヘ

ル
シ
ー
な
食
材
と
し
て
、
み
そ

汁
の
具
や
サ
ラ
ダ
、
煮
物
な
ど

幅
広
い
料
理
に
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
か
ん
ぴ
ょ
う
街
道
で
は
、

そ
ん
な
か
ん
ぴ
ょ
う
の
魅
力
を

知
っ
て
も
ら
い
、
消
費
拡
大
を

図
ろ
う
と
新
商
品
・
新
メ
ニ
ュ
ー

の
開
発
が
盛
ん
で
す
。

　
「
道
の
駅
し
も
つ
け
」
で
は
、

か
ん
ぴ
ょ
う
関
連
商
品
が
充
実
。

駅
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
「
カ
ン
ピ
く

ん
の
か
ん

ぴ
ょ
う
カ

レ
ー
」
や
、

餃
子
と
か

ん
ぴ
ょ
う
が
コ
ラ
ボ
し
た
「
し

も
つ
け
か
ん
ぴ
ょ
う
餃
子
」
の

ほ
か
、
か
ん
ぴ
ょ
う
を
使
っ
た

お
菓
子
や
、
伝
統
工
芸
品
の
ふ

く
べ
細
工
な
ど
も
取
り
そ
ろ
え

て
い
ま
す
。

　

小
山
市
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ「
ま
ち
の
駅
思し

季き

彩さ
い

館か
ん

」の
お

休
み
処
で
は
、
も
ち
も
ち
し
た

食
感
が
特
長
の
「
か
ん
ぴ
ょ
う

う
ど
ん
」
を
味
わ
え
ま
す
。
庭

園
か
ら
水
琴

窟
の
音
色
が

心
地
良
く
響

く
お
休
み
処

で
食
べ
る
う

ど
ん
の
味
は

格
別
で
す
。

　

ス
ロ
ー
フ
ー
ド
ス
ロ
ー
カ
フ
ェ

ブ
ル
ー
ジ
ュ
（
上
三
川
い
き
い

き
プ
ラ
ザ
内
）で
味
わ
え
る「
ペ

イ
ザ
ン
ヌ
か
ん
ぴ
ス
ー
プ
」は
、

か
ん
ぴ
ょ
う
や
肉・野
菜
が
た
っ

ぷ
り
の
塩
バ
タ
ー
味
の
ス
ー
プ
。

ま
た
、
女
性
に
大
人
気
の
「
か

ん
ぴ
キ
ッ
シ
ュ
」
は
店
内
で
食

べ
ら
れ
る
ほ
か
、
道
の
駅
し
も

つ
け
で
も
購
入
可
能
で
す
。

　

ケ
ー
キ
ハ
ウ
ス
ヒ
ガ
ノ（
壬
生
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日
本
一
の
生
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量
を
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る
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ぎ
の
か
ん
ぴ
ょ
う
。
こ
の
か
ん
ぴ
ょ
う
が
本
県
に
伝
来
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て
今
年
で
3
0
0
年
目
を
迎
え
ま
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た
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り
、
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ょ
う
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理
を
味
わ
っ
た
り
し
て
、
か
ん
ぴ
ょ
う
の
魅
力
を
満
喫
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●栃木のジェラート大集合
県内の道の駅や果樹園などで販売されている約50種類のジェラートが味わ
えます。少量で販売するので、いろんな味を食べ比べてみましょう
●夕市（けんちょうde愛ふれあい直売所）
県産の安全・安心な農産物や特産品を販
売します
●ご当地グルメコーナー
県内各地の「食の街道」の特色を活かし
た食や、地産地消グルメが食べられます
●わくわく体験コーナー
ミニトマトすくいや、野菜わなげなど、
縁日風のアトラクションが楽しめます。
かんぴょうむき体験も実施
●夏のオススメレシピなどを紹介
体温を下げる「クールベジタブル」や夏
に不足しがちな栄養素を上手に取るた
めのレシピを紹介
問県農村振興課　☎028-623-2333

栃木印☀夏の食まつり～暑い夏を美味しく涼しく～

　県内各地の「夏におすすめの食」を一堂に集めました。ジェラートやご当地
グルメで、節電の夏を「美味しく」「楽しく」「元気に」乗り切りましょう。また、
浴衣や甚平での来場者にはジェラートのサービスなどの特典もあります。

50
4

JR両毛線

小山市

下野市

壬生町

上三川町

北関東自動車道

JR水戸線
４

４

４

50

50

東
北
新
幹
線

Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
線

都賀IC

おもちゃの
まち

城山
公園

上三川
城址公園

寺野東遺跡

44

44

18

鬼
怒
川

思
川

道の駅思川

33

352

壬
生
IC

安
塚

東
武
宇
都
宮
線

壬
生
町
城
址
公
園

主なかんぴょう畑

MAP

国
谷

壬
生

壬生
PA

小
山

石
橋

雀
宮

間
々
田

思川

結城

自
治
医
大

小
金
井

下野
薬師寺跡

天平の丘
公園

グリムの館

道の駅みぶ

ケーキハウス
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☎0282-82-0178

大松山運動公園

まちの駅思季彩館
☎0285-25-5611

宇都宮
上三川IC

道の駅しもつけ
☎0285-38-6631

上三川町農村環境
改善センター

ブルージュ
（上三川町いきいきプラザ内）
☎0285-56-0204

かんぴょうイベント案内

歴史紹介、かんぴょうむき体験、かんぴょう
料理や商品等販売、ステージショーなど
時間 午前10時～午後3時
場所 みぶハイウェー
　　 パーク（道の駅みぶ）
問壬生町・壬生町干瓢
　生産流通推進協議会
  ☎0282-81-1839

かんぴょうむき体験、ふくべ細工絵付け体験、
かんぴょう関連物品販売
時間 午前9時30分～午後3時
場所 県立博物館(宇都宮市)
※テーマ展示「栃木の平野の暮らし～かんぴょ
う～」開催中（9/17（月・祝）まで）。期間中はレス
トランでかんぴょう特別メニューを提供
問県立博物館 ☎028-634-1311

かんぴょうむき、ミニ草履制作・ふくべ細工教
室、太鼓演奏、キャラクターショー
時間 午前10時～午後3時
場所 下野市
　　 大松山運動公園
　　 ピクニック広場
問しもつけ地域活性化
委員会 ☎0285-53-0215

かんぴょうの収穫・かんぴょうむき・かん
ぴょう干しの体験（先着100名）、かんぴょう
料理の試食配布。かみのかわサンフラワー
祭りも同時開催
時間 午前10時～午後1時
場所 上三川町農村環境改善センター北側
問上三川町産業振興課
☎0285-56-9138

プレゼントコーナー!プレゼントコーナー!プレゼントコーナー!プレゼントコーナー!プレゼントコーナー!
　「とちぎ県民だより」へのご感想をお
寄せください。ご意見をいただいた方
の中から抽選で５名の方に、かんぴょ
う関連商品詰め合わせ（3,000円相当）を
差し上げます。
　はがきに、郵便番号・住所・氏名・年齢・
ご感想を記入の上、次のあて先までお
送りください。〔締切:8/17(金)必着〕

〒320-8501 栃木県広報課
「とちぎ県民だより」係
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収穫時期のユウガオの実は重さ6～ 8kgに成長します

竿にかけて半日から1日干されてかんぴょうになります

イベントではかんぴょうむきも体験できます

ペイザンヌかんぴスープ 450円ペイザンヌかんぴスープ 450円

かんぴキッシュ 500円かんぴキッシュ 500円
ワッショイかんぴょう
マドレーヌ 168 円

かんぴょううどん 400円
カンピくんのかんぴょ
うカレー 525円

ふくべ細工の鎧兜

壬生町に伝わるかんぴょう
音頭

壬生町かんぴょう
伝来300年記念祭

8/11·12
(土) (日)

かみのかわ
“かんぴょう収穫まつり”(土)

8/25

県立博物館
かんぴょう満喫デー(水)

8/22

第3回しもつけ
かんぴょうフェスティバル(日)

8/26

鳥居忠英

(金)

8/10
時 間　午後4時～8時　場 所　県庁本館1階県民ロビー・県民広場



傷病鳥獣救護ボランティア講習会
●8/19(日)午前10時～午後3時●県民
の森管理事務所（矢板市）●傷ついた野
生の鳥獣を救護し、野生に帰す方法を
学びます●対象 県内在住者料無料
〆 8/15(水）●電話で申し込みを
問県民の森管理事務所☎0287-43-0479

映画と講演のつどい 　
●8/22(水)午後1時30分～4時●県総合
文化センター(宇都宮市)●女性の人権
をテーマにした映画の上映と講演料無
料●当日直接会場へ
問県人権施策推進課☎028-623-3027

農業試験場公開デー
●8/25(土)午前9時～午後3時●試験研
究成果の展示・紹介、農作物や病害虫防
除等の相談、試食コーナー、餅つきやフラ
ワーアレンジ
メントなどの
体験コーナー、
クイズラリー
など●当日直
接会場へ
問同試験場(宇都宮市)☎028-665-1241

林業センター公開デー
●8/25(土)午前10時～午後3時●試験研
究の紹介、シイタケの試食・無料配布、
木工教室、緑化樹苗木プレゼントなど
料無料●当日直接会場へ

問同センター(宇都宮市)☎028-669-2211

廃棄物処理施設見学バスツアー
●廃棄物処理施設や廃棄物を分別・リサ
イクルする工夫をしている工場へ皆さ
んをご案内します●8/24(金)午前9時15
分～午後5時15分定40名（先着・県内在
住者優先）料無料〆 8/20(月)●詳しい
内容はホームページまたは問い合わせを
問栃木県環境保全公社☎028-622-7654

食品表示セミナー
●8/30(木)午後1時30分～3時30分●県
総合文化センター (宇都宮市)●講演
「食情報を読み解く～『表示』は消費者
へのメッセージ～」●講師 高橋 久仁

子氏（群馬大学教育学部教授）料無料
●当日直接会場へ
問県くらし安全安心課☎028-623-3242

なんびょうサポートとちぎのつどい
●9/1(土)午前9時30分～午後3時30分
●とちぎ福祉プラザ(宇都宮市)●講演
会やコンサート、相談コーナー(要予約)
など定200名(先着)料無料〆 8/30(木）
問とちぎ難病相談支援センター（県健
康増進課内）☎028-623-6113

「実験! 発見★満足ごはん～お肉編～」講座

●9/1(土)午前10時～午後1時●とちぎ
福祉プラザ（宇都宮市）●満足するまで
食べたい!でもカロリーを抑えたいとい
う方向けの講座定20名（先着）料 1,000円
〆 8/24(金）●電話・来所で申し込みを
問栃木県保健衛生事業団健康支援課
☎028-623-7063

やさしい日本語実践セミナー
●外国人に正確な情報を伝える手段「やさ
しい日本語」を学びます●【小山会場】9/1
(土）小山市東出張所、【宇都宮会場】9/8
（土）とちぎ国際交流センター※いず
れも午前10時～午後4時定各日30名(先
着）料無料〆小山会場：8/25(土）、宇都

宮会場：9/1（土）●電話で申し込みを
問栃木県国際交流協会☎028-621-0777

はじめての障害者スポーツ体験教室
●9/1(土)午前10時～正午●わかくさ
アリーナ（宇都宮市）●障害のある方で
スポーツを始めたいけれど不安を抱い
ている方のための体験教室定30名(先
着）料無料〆 8/22（水）●電話で申し込
みを問栃木県障害者スポーツ協会
☎028-624-2761

点訳奉仕員養成講座（初級）
●9/7(金）～H25/2/8(金)の毎週金曜午
後1時30分～3時30分(全20回)●下野市
保健福祉センターゆうゆう館●点訳に
必要な技術等を学びます定20名（先着）
料無料●申込期間 8/6(月）～ 24(金）
●電話・FAXで申し込みを
問栃木県視覚障害者福祉協会
☎・FAX 028-625-4990

労働教育講座
「働きやすい職場づくりのために」
●9/18(火)午後1時30分～4時30分●県
河内庁舎5階大会議室●労務管理の基礎
知識やパワーハラスメントについて学
びます定150名(先着)料無料〆 9/4（火）
問宇都宮労政事務所☎028-626-3052

料受験・参加料金 身障者用駐車場
定定員 身障者用トイレ
〆応募・申込締切 オストメイト対応トイレ
問問い合わせ・申し込み先 県行政手続インターネットサービス

催し・講座催し・講座

❸
県政テレビ番組（とちぎテレビ）「満喫!とちぎ日和」  月  19:30～19:45・（再）木  20:00～20:15　「週刊とちぎ元気通信」  日  9:00～9:30・（再）火  19:00～19:30

2012夏休み親子体験ボランティア
参加者募集
●自治医科大学内で夏休みの半日を利
用し、子ども医療を支えるボランティ
ア活動を親子で体験●8/26(日）【草木
の手入れ】午前8時～11時、【清掃活動】
午前9時～正午※どちらかを選択定各
作業15組30名（先着）〆 8/22(水）●電話
で申し込みを問とちぎ子ども医療セン
ター☎0285-58-7815

ペットの写真コンテスト作品募集
●9/23(日)開催の「とち
ぎ動物愛護フェスティ
バル」で写真コンテスト
を実施します
〆8/31(金）
問動物愛護指導センター
☎028-684-5458

マロニエECO事業所表彰参加者募集
●環境保全に関し優れた取り組みを行
っている事業所を募集します◎温室効
果ガス削減部門●対象 温暖化対策に

関し優れた取り組みを行っている事業
所（学校・病院等も含む）
問県地球温暖化対策課☎028-623-3262
◎エコ技術部門●対象 環境に配慮した
優れた技術や製品を有する事業所
問県工業振興課☎028-623-3249
〆両部門とも8/31（金）

作文・ポスターの作品募集
【心の輪を広げる体験作文】
●募集テーマ 出会い、ふれあい、心の
輪 障害のある人とない人との心のふ
れあい体験を広げよう-
●募集部門 小学生、中学生、高校生・一般
【障害者週間のポスター】
●募集テーマ 障害の有無にかかわら
ず誰もが能力を発揮して安全に安心し
て生活できる社会の実現
●募集部門 小学生、中学生〆 9/4(火)
問県障害福祉課☎028-623-3490

きのこ料理コンクール作品募集　
●本県産きのこを使った創作料理●応
募条件 1作品(4人分)の材料費2,000円
以内で調理時間が1時間以内の作品
〆 9/7(金）問県林業振興課☎028‒623-3274

とちぎのふるさと田園風景百選写真
コンテスト作品募集
●対象撮影地域 とちぎのふるさと田
園風景百選の認定地●募集期間 夏秋
編11/30(金)まで、冬春編 12/1(土)～
H25/5/31(金）●応募要領は、県庁、農業
振興事務所などで配布
問県農村振興課☎028-623-2338

狩猟免許試験（第2回）
●試験日 8/26(日)●会場 県総合教育
センター (宇都宮市)ほか●申込期間
8/6(月)～16(木）●申し込みは、お住ま
いの市町を管轄する環境森林事務所・森
林管理事務所へ
問県自然環境課☎028-623-3261

県警察官採用試験（大卒者・高卒者
等、特別区分）
●試験案内・申込書配布 県庁総合案
内、県民プラザ、県民相談室、県東京事
務所、県内警察署などで●第1次試験 
9/16(日)●会場 県警察学校(男性、特
別区分）、県立宇都宮中央女子高校(女
性）〆 8/31(金)※8/23(木)までインタ
ーネットで申し込み可●採用予定〈大

卒・男性〉15名程度、〈大卒・女性〉1～2
名、〈高卒者等・男性〉60名程度、〈高卒者
等・女性〉12名程度、〈武道指導・柔道、剣
道〉各1～2名、〈国際・北京語〉1名
問県人事委員会事務局☎028-623-3313

就学義務猶予免除者等の中学校卒業
程度認定試験
●試験日 11/1(木)●県庁研修館●対
象　就学義務猶予免除者、日本国籍を有
せず今年度末までに満15歳以上になる
方など●願書受付期間 8/17(金)～9/4
(火)問県教職員課☎028-623-3398

行政書士試験
●試験日 11/11(日)午後1時～ 4時●
宇都宮大学料 7,000円●申込期間 8/6
(月)～9/7(金）
問行政書士試験研究センター
☎03-3263-7700

「平和を、仕事にする」自衛官募集
●対象 18歳以上27歳未満の方 〆 9/7
(金）●募集種目など詳しい内容は問
い合わせを問自衛隊栃木地方協力本部
☎028-634-3385

巡回住宅相談会
●専門家（建築士、司法書士など）による
住宅相談会（耐震対策、欠陥住宅問題、登記
手続など）●8/9(木)茂木町町民センター、
8/24(金）真岡市役所、9/6(木）那須烏山
市保健福祉センター※各日とも午後1時
30分～4時定10名程度（先着）料無料
〆各開催日まで●電話で申し込みを
問栃木県建築士会☎028-639-3150

不動産取引法律相談
●8/9(木)午後1時30分～4時●県庁本館
8階会議室4●弁護士などによる不動産

取引の法律相談定3件料無料●要予約
問県住宅課☎028-623-2488

県立県央産業技術専門校1日体験学習
●学校ガイダンス、希望コース体験学習など
◎本科●8/21(火)午前9時～正午●対象 高
校3年生定各科20名◎高等コース●8/22
(水)午前9時～正午●対象 中学3年生定各
科20名問同校（宇都宮市）☎028-689-6374

携帯電話販売店などの皆様へ
●県青少年健全育成条例の一部改正に
伴い生じた携帯電話インターネット接
続契約時における確認義務等の説明会
●8/28（火）、30（木）、9/3（月）、7（金）

●県庁研修館4階講堂ほか〆 8/21（火）
問県青少年男女共同参画課☎028-623-3075

毎月勤労統計調査特別調査にご協力を
●対象 7月31日現在で指定調査区内に
所在し、常用労働者を1 ～ 4人雇用して
いる事業所●8 ～ 9月にかけ調査員が
訪問し聞き取り調査を行います
問県統計課☎028-623-2246

戦没者の追悼について
●8/15（水）は、日本武道館（東京）で「全国
戦没者追悼式」が行われます。正午から1分
間の黙とうをささげられますようお願いし
ます問県高齢対策課☎028-623-3054

児童扶養手当の現況届を忘れずに!
●受給資格のある方は（全部支給停止の
方も）、8/31（金）までに、現況届をお住
まいの市町福祉担当課へ提出してくだ
さい問お住まいの市町福祉担当課また
は県こども政策課☎028-623-3067

特別児童扶養手当の受給資格のある方へ
●この手当の受給資格のある方は、前
年（平成23年）の所得状況届を、お住ま
いの市町福祉担当課へ提出してくださ
い●提出期間 8/13(月）～ 9/10(月）
問お住まいの市町福祉担当課または
県障害福祉課☎028-623-3053

案　　　内案　　　内

募集・試験募集・試験

「極楽ばぁ～」
中村颯汰さん撮影



文 化 情 報文 化 情 報
県民の森「森の集い」 
◎竹林を整備して竹筒ご飯を炊いてみよう
●9/8(土)午前9時～午後1時30分
定10グループ30名程度（先着）料無料
●申込期間　8/6(月)～9/7（金）
◎森の教室～花炭づくり●9/29(土)
午前9時30分～正午定 25名（先着）
料無料●申込期間 8/6(月）～9/28(金）
問同管理事務所☎0287-43-0479

日光自然博物館 
◎企画展｢西澤金山展｣●8/31(金)まで
●40年前に日光の山奥に存在してい
た金山に関する特別展示●8/11(土)
には専門家による展示案内あり料大
人500円、子ども（4歳～中学生)250円
問同博物館（日光市）☎0288-55-0880

太平少年自然の家 
◎太平山ハイクとぶどう狩り●9/1(土）
午前9時～午後3時●対象 県内の5歳
以上の子どもと保護者等定100名(抽
選)料1人500円〆 8/10(金)
問同自然の家(栃木市)☎0282-24-8551

なす高原自然の家  
◎エンジョイネイチャー～初心者の
ための登山教室～●9/22(土)～23(日)

1泊2日●登山の基礎知識・技術の習得
や自然体験●対象 県内在住の成人
定 25名程度（抽選）料 7,700円
〆8/22(水)
問同自然の家(那須町)☎0287-76-6240

とちぎ海浜自然の家 
◎海浜釣り入門●9/8(土）～ 9(日)
1泊2日●投げ釣りやハゼ釣りなど4つ
のコースから1コースを選択定 150名
(抽選)料大人4,800円、高校生3,400
円、中学生2,600円、小学生2,400円、
3歳以上小学生未満1,600円、3歳未
満300円〆8/13(月)
問同自然の家(茨城県鉾田市)
☎0291-37-4004

とちぎ花センター 
◎妖怪大集合●県内に伝わる妖怪や
お化けが大集合!●8/18(土）・19(日）
午後5時30分
～9時●「妖
怪大集合」開
催時は、入園
料大人300円、
子ども150円
問同センター (岩舟町)
☎0282-55-5775

県立博物館 
☎028-634-1311●休月曜日（祝日の場合は翌日）、祝日の翌日
◎テーマ展「とちぎで見られるコウホネの
なかま」9/23(日）まで●豊かな自然環境の
象徴“コウホネ”はスイレン科の水生植物。
栃木県にはコウホネ、シモツケコウホネ、ナ
ガレコウホネが自生し、6～11月頃に水路や
池などで黄色の花を咲かせます。展示では、近
年さまざまな開発に伴
い絶滅危惧植物となっ
てしまった“コウホネ”の
実物標本、生態写真、栃
木県における分布図な
どを紹介します。

県立美術館 
☎028-621-3566●休 月曜日（祝日の場合は翌日）、祝日の翌日
◎〈とちぎアート・ドキュメント〉「光あれ !
光と闇の表現者たち」9/17(月・祝)まで

●栃木県在住・出身の作家が立体、平面、空
間を通して「光」と「闇」の世界を紹介しま
す。出品作家は荒井経、薄井隆夫、内倉ひと
み、大森博之、
柄澤齊、菊地武
彦、クワクボリ
ョウタ、タムラ
サトル、豊島弘
尚、渡辺豊重。

第 64 回 知事コラム

❹
とちぎメール栃木県の旬な話題やお出かけ情報、プレゼントコーナーなど、情報満載の栃木県メールマガジン「つぎつぎ“とちぎ”メール」読者募集中!　登録は、

この広報紙は、古紙パルプ配合率70％再生紙を使用しています○県民だよりの発行経費の一部に充てるため広告を掲載しています。広告の内容については、広告主にお問い合わせください 環境にやさしい大豆油インキを使用しています

栃木県本栃木県本庁舎からの栃木県本庁県本庁舎からのお知らせお知らせ栃木県本庁舎からのお知らせ

◎けんちょうde愛ふれあい直売所
●毎月18日の「とちぎ地産地消の日」
を基本に開催していますが、今月は、
8/10(金）の「栃木印☀夏の食まつり」
内で開催します
◎次回の閉館日●8/25（土）
※次回のあしぎんマロニエ県庁コン
サートは9/13(木）の予定です

　1945年（昭和20年）、広島と長崎に
投下された原子爆弾は、瞬時に10万
人以上の生命を奪いました。この 2
つの原子爆弾による放射線被ばくの
影響が今なお続いています。
　世界唯一の被ばく国として、核兵
器の廃絶を国民的悲願としているわ
が国は、非核三原則を堅持するとと
もに、全世界に平和と軍縮を訴え続
けています。
　8月15日は終戦記念日です。この機会
に核の廃絶と世界の恒久平和の実現へ
の認識をさらに深めていきましょう。
問県総合政策課☎028-623-2205

ナガレコウホネ

県県からの県からのお知らせお知らせ県からのお知らせ

柄澤齊《決壊》2009年
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7月10日に第1号となる基本協定（県農業試験場鹿沼農場跡地）を
結んだ佐藤鹿沼市長（左）、藤井産業株式会社 藤井社長（中央）、
福田知事（右）の3者
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選手の写真やプロフィール、競技日程なども紹介 

～「やまびこ」「あおば」から30周年～
　東北新幹線が6月23日で開業（昭和57年）30周年
を迎えた。この間、累計で19億人の方が利用した。
　数々の想い出や人々の喜怒哀楽を乗せて、走り続
けてくれたと思う。
　「あおば」の愛称も、大宮駅～上野駅間ノンストッ
プの「新幹線リレー号」も懐かしい想い出だ。
　現在の愛称は、「やまびこ」「なすの」、山形新幹線
「つばさ」、秋田新幹線「こまち」、八戸駅延伸時の「は
やて」、新青森駅延伸後の「はやぶさ」と多彩な顔ぶれ
となっている。
　本県の沿線一帯の産業や観光振興、県民生活の向
上などに大きく貢献した。
　また、昨年の東日本大震災では、運行再開に要した期間
が那須塩原駅までは4日間、全線では約1カ月半と安全性
もさることながら、高い技術力を内外に示したところでも
ある。
　今後とも、短時間で目的の場所に行くことを求め
る人、また、快適で楽しい旅を求める人、いずれの
乗客をも満足させ、安全運行も併せてJR東日本には
お願いしたい。


